
サステナビリティマネジメント 

　ユニ・チャームは、「SDGsの実現」に貢献することをパーパス
（存在意義）に掲げ、事業活動を通じて環境問題や社会課題の
解決に取り組んでいます。ここで、いくつかの取り組みについて
ご紹介します。
　まず、中長期ESG目標「Kyo-sei Life Vision 2030」と連動し、
より自然環境分野に特化した中長期ESG目標「環境目標2030」
では、「プラスチック問題対応」「気候変動対応」「森林破壊に加担
しない（調達対応）」という3つの重要課題と目標を掲げています。
この3分野への取り組みは当社の事業継続と強く関連しており、
目標達成は事業成果にも大きく影響を及ぼすと考えています。
　「プラスチック問題対応」では、包装材の薄膜化や店頭販促物
の紙素材への切り替えなどにより、資材コストを低減しながら
プラスチック使用量の削減を進めています。また、「気候変動対
応」では、PPA（Power Purchase Agreement／電力購入契
約）方式を活用して太陽光発電システムを導入し、再生可能電
力の比率を向上させることにより、GHG排出量削減とエネル
ギー価格上昇によるコスト増を抑制しています。そして「森林 

破壊に加担しない（調達対応）」では、紙パンツ（紙おむつ）や生
理用品の主原料のひとつであるパルプの森林認証材の調達拡
大をグループ全体で進めています。
　このような取り組みもあり、CDPの2024年度評価は「気候変
動」「フォレスト」「水セキュリティ」の3分野すべてにおいて最高
評価となるAリストに選定されました。
　次に社会課題への取り組みですが、そのひとつとしてインドで
実施している「Project Jagriti*1」をご紹介します。このプロジェ
クトでは、非政府組織（NGO）と協力し、インド農村部で生理用
品などを販売する女性の起業家を育成し、経済的自立と生理用
品の普及を通じて女性の社会進出を支援しています。また、少子
化が進む日本においては、妊娠活動*2（妊活）を支援する『ソフィ 

妊活タイミングをチェックできるおりものシート』の発売や、ホル
モンと体調の関係がわかる生理・体調管理アプリ『ソフィBe』な
どを展開しています。どちらも商品販売やアプリケーションの 

提供といった事業を通じた活動であり、社会課題解決に事業を
通じて貢献するという当社の姿勢を具現化しています。

　最後にガバナンスについては、透明・公正かつ迅速・果断な
経営を基本とし、コンプライアンスの徹底やリスクマネジメント
の強化を図っています。当社が事業を展開する国・地域は世界
中に広がっており、それぞれの国・地域の法令遵守はもちろん、
時機に応じたリスク認識と対応を機敏に講じることができる 

マネジメント体制の確立にも取り組んでいます。
　今後も、私たちユニ・チャームは、自然環境問題や社会課題
への対応、適切なガバナンスを維持することが、持続的な企業
価値向上に必須であることを念頭に、一層の取り組み強化を進
めます。また、国際的な基準に沿った情報開示を拡充し、お客
様、株主、お取引先、社員とその家族、地域社会といったすべて
のステークホルダーから信頼していただける企業へと成長する
ことを目指します。

*1 「Jagriti」はヒンディー語で「目覚め」の意。
*2  妊娠についての知識を身につけることや、家族などとの話し合い、妊娠にあたって 
自分の身体の現状把握、医療による不妊治療をすることなどといった一連の活動の 
こと。

自然環境問題や社会課題への対応や適切なガバナンスを維持し、 
持続的な企業価値の向上を目指して一層の取り組み強化を進めます
ユニ・チャーム株式会社
上席執行役員 ESG本部長　　　上田 健次

ESG担当役員からのメッセージ   2-9,2-12,2-13,2-14,2-17,2-22
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